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　16地区単位での地区別懇談会を開催いたします。
　地区別懇談会では、上半期の事業進捗、農畜産物の生産見込み、次年度に向けた取り組みなどを説明申
し上げます。なお、対話により広く組合員皆様からのご意見・ご要望をいただきたいと考えておりますの
で、経営主の方に限らず、青年・女性の方を含め組合員皆様がご参加くださいますようお願い申し上げます。
　11月下旬に発送いたします懇談会資料は、事前にお目通しいただき当日はご持参くださいますようお願
いいたします。（資料はＪＡコネクトおよびＷｅｂで配信いたします。詳細は後日ご案内いたします）

秋期地区別懇談会日程表
開催日時 会　　場 参　集　農　事　組　合　名

12
月
２
日　
(火 )

午　
前

ＪＡ会議室Ｃ 西中伏古　東中伏古　中伏古　南中伏古　日の出
ＪＡ会議室Ｂ 関山　上関山　祥栄
ＪＡ会議室５ 豊来　栄　常盤　
ＪＡ研修室 上北伏古　中北伏古　新北伏古　下北伏古　北伏古　西北伏古
ＪＡ会議室Ａ 報国　渋山　渋山南

午　
後

ＪＡ会議室５ 新美生　上美生西　北上美生
ＪＡ会議室Ｃ 上伏古　共栄
ＪＡ会議室Ａ 芽室太　東芽室太　毛根
ＪＡ会議室Ｂ 明盛　丸山　坂の上　東坂の上　博進
ＪＡ研修室 平和　北明

12
月
３
日　
(水 )

午　
前

ＪＡ会議室Ａ 西士狩東　大和　西士狩西　美蔓
ＪＡ会議室Ｂ 弥生　芽室中央　中島　西芽室　東高岩　西高岩　北高岩
ＪＡ会議室Ｃ 上新生　中新生　新生一　南新生　西新生　北新生

東大成　南大成　下美生二
午　
後

ＪＡ会議室Ｃ 美生　中美生　東美生　美生西
ＪＡ会議室Ａ 伏美　新大和　雄馬別
ＪＡ会議室Ｂ 東報徳　報徳　上芽室　新朝日　日進

午前の部：午前10時～　　午後の部：午後１時30分～

【女性農業者研修懇談会】
　今年も女性農業者限定の『試食会』を実施いたします。外国産の農産物と食べ比べをして、誇れる十勝
めむろ産農産物の味を再確認してみませんか。
　日程等、詳細が決まりましたらＪＡコネクトやＦＡＸでご案内いたします。

Ｐ２　秋期懇談会のお知らせ
Ｐ３　�めむろファーマーズマーケット愛菜屋�

「収穫感謝祭」開催
　　　あぐり広場
Ｐ４　令和８年産民間流通麦の入札結果について
　　　営農推定決算は必ず実施してください！
Ｐ５　�農業経営講座「緑肥栽培研修会」を開催しま

した
　　　�11月は、労働保険未手続事業一掃強化期間

です！
Ｐ６　こんにちは！経済部です
Ｐ９　�夏季仕事体験を開催しました！
　　　ＪＡカレッジ　令和８年度入学生第２回募集

Ｐ10　�金融窓口からお知らせ�
　～年末の窓口営業について～

Ｐ11　共済課からお知らせ
Ｐ12　�日本農業新聞　「新規就農者応援キャンペ

ーン」実施中
Ｐ13　�緑のめぐみ館からお知らせ
Ｐ14　農作業事故を防ごう！
Ｐ15　ストップ！農作業事故
Ｐ16　シートベルト着用義務化
Ｐ18　�農協法公布記念日にあたっての組合員・役

職員の皆さんへのメッセージ
Ｐ19　理事会だより
　　　連載　ＪＡの基礎【報徳編】
Ｐ20　芽室町農協史
Ｐ22　めむろ大感謝祭2025

今月の

秋期懇談会のお知らせ
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あぐり広場
農事組合

▲

	博進
氏名（年齢）

森浦 みくさん
（32歳）

経 営 主

▲

	森浦 英樹さん
ご 主 人

▲

	森浦 大介さん

◆出身地と前職
江別市　建設業　設計事務
◆ご自身の性格
好奇心旺盛
◆趣味
サッカー観戦（コンサドーレサポ）、バイク、フットサル、
ゲーム、編み物
◆好きな農作業
種芋の植え付けと収穫、ビートの植え付け
◆農業にたずさわっている中で喜びを感じる瞬間はいつで
すか？
大自然の中で、立派に成長した野菜をみんなで美味しく
食べる時
◆今後の目標や挑戦してみたいことは何ですか？
仕事でもプライベートでも１年中元気で健康に過ごせる
ように、体力作りを頑張りたいです！産前産後で離れて
いたフットサルやスポーツも復活したいです！

めむろファーマーズマーケット愛菜屋
「収穫感謝祭」開催

　10月12日、「収穫感謝祭」を開催しました。
　感謝祭では、毎年恒例の「野菜の詰め放題」に加え、「豚汁
の販売」を実施したほか、ハロウィンかぼちゃの重量当てチャ
レンジをおこない、大勢のお客様にご来店をいただきました。
　大好評の野菜の詰め放題には、開始前から行列ができるほど
の盛況ぶりで、袋いっぱいに野菜を詰めており、多くのお客様
に楽しんでいただきました。
　当日は小雨まじりの肌寒い天候となりましたが、愛菜屋の出
品者の皆さんが丹精込めて生産した野菜に愛情たっぷりと注い
で作った豚汁は、お客様の心と体も温まるものとなりました。
　愛菜屋の営業も残りわずかとなり、11月１日（土）より営業
時間が９時～16時までに変更となります。

営業時間　９：00～16：00かぼちゃの重量当てチャレンジ 豚汁販売

【11月の営業カレンダー】

野菜の詰め放題

よーいよーい　スタート！
　スタート！
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　組合員相談課では、年末に向けて組勘の資金繰り点検を完全予約制で実施します。日程などの詳細につ
いては、後日改めてご連絡いたしますので、予約の上でご来所ください。
　また、事前に１２月末までの収入・支出見込額を整理していただき、短時間で終わるようにご協力ください。

営農推定決算は必ず実施してください！

令和８年産民間流通麦の入札結果について
　令和８年産民間流通麦の入札が、９月11日（木）と９月25日（木）の２回実施されました。
　きたほなみ、ゆめちからの２品種については、ホクレン取扱分では上場数量を上回る申込数量で全量落
札となりましたが、北集取扱分ではゆめちからで不落札（2,550t）が発生しております。
　はるきらり、春よ恋については、不落札が発生しており、落札価格が基準価格を大きく下回る結果とな
りました。

� （北海道産　計）

銘   柄 基準価格
（60kg当り）

落札価格
加重平均

（60kg当り）
基準価格対比 上場数量

（ａ）
申込数量
（ｂ） 落札数量 落札残

数量
申込倍率
（ｂ）÷（ａ）

き た ほ な み 3,240円 3,552円 312円 109.6% 134,670t 210,610t 134,670t 0t 1.6 

ゆ め ち か ら 3,188円 3,422円 234円 107.3% 39,370t 53,220t 36,820t 2,550t 1.4 

は る き ら り 2,898円 2,608円 −290円 90.0% 1,320t 870t 870t 450t 0.7 

春 よ 恋 3,665円 3,313円 −352円 90.4% 13,640t 9,340t 9,220t 4,420t 0.7 

（注）　１．基準価格および落札価格は、消費税（地方消費税を含む）相当額を除いた額
　　　２．建値条件は、バラ、１等、産地倉庫在姿
　　　３．�基準価格は、前年産の落札価格に当該年産の第１回入札時点での輸入麦の政府売渡価格の変動率（0.937）

を乗じた価格

■民間流通麦の年産別落札価格

銘　柄
落札価格（60kg当り）

H30年産 R元年産 R２年産 R３年産 R４年産 R５年産 R６年産 R７年産 R８年産

き た ほ な み 3,119円 3,597円 3,858円 3,281円 2,985円 3,781円 3,944円 3,458円 3,552円

キタノカオリ 2,970円 3,505円 - - - - - - -

ゆ め ち か ら 2,955円 3,488円 3,913円 3,359円 3,058円 3,845円 4,014円 3,402円 3,422円

は る き ら り 2,834円 3,345円 3,752円 3,884円 3,531円 4,439円 3,887円 3,093円 2,608円

春 よ 恋 3,238円 3,822円 4,288円 4,437円 4,106円 5,163円 4,917円 3,912円 3,313円

※キタノカオリ　販売予定数量に達せず非上場

※ ※ ※ ※ ※ ※ ※
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農業経営講座「緑肥栽培研修会」を開催しました

11月は、労働保険未手続事業一掃強化期間です！

　ほ場の地力維持・向上には、適正輪作につとめるとともに、定期的な有機物の投入が求められます。し
かし、芽室町においては、堆きゅう肥の確保、投入が難しく、堆肥センターの堆肥も供給量に限度がある
ことから、これまで緑肥作物の活用をすすめてきました。一方で、町内で作付けが多いえん麦野生種では、
近年いもち病の発生が続き、十分な生育量が確保できていない状況にあります。
　こうした状況を受けて、農業振興センターでは購買課協力のもと、昨年に引き続き緑肥作物の展示ほ場
を８月12日に設置、９月30日に本講座を午前、午後の２回にわたり開催いたしました。当日は、10戸11名
の組合員のほか、種苗メーカーなどの関係者も含め、計15名の方にご参加いただきました。
　研修会では、各種緑肥作物の基礎知識を習得するとともに、展示した８品目12品種の緑肥作物のすき込
み直前の生育状況を確認しました。特に、えん麦の野生種と普通種におけるいもち病発生状況の違いや、
キタネグサレセンチュウ密度低減効果が期待される品種も含めてご覧いただき、今後の緑肥選定の参考に
なったものと思われます。今回参加いただけなかった方は、下記ＱＲコードから、は種作業の動画をご視
聴いただけます。
　なお、この緑肥栽培展示ほ場の調査結果については、例年発行している試験成績書に掲載を予定してい
ますので、ご確認ください。

　事業主の皆さん。労働保険の加入はお済みですか。
　労働保険に加入して、従業員の方々が安心して働ける職場にしましょう。

　労働保険とは、労災保険と雇用保険の総称で、労働者の生活の安定、福祉の増進などをはかること
を目的に、国が直接管理運営している保険です。農林水産業の一部を除き、労働者を一人でも雇用す
る事業については、法人・個人を問わず加入が義務づけられています。

お問い合わせ先：ＪＡめむろ 営農部 営農情報課　（℡　６２－２３１３）

⇧
は種作業動画はこちら
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経済部です

　各種使用済み資材の回収を実施いたしますのでご利用ください。

１．第４回農業用廃プラスチック資材回収
（１）回収日時　11月18日（火）～19日（水）
　　　　　　　　８：40～16：00まで（12：00～13：00は昼休みとなります）
　　　　　　　　18日（火）　地区割　午前：川西地区　　午後：川東地区
　　　　　　　　19日（水）　地区割　午後：川北地区　　午後：全地区

（２）回収場所　農産部小麦受入施設（計量後受入）

（３）処理費用　個人負担として24円／kg（税別）を徴収いたします。

《ＪＡからのお願い》
◦�農業用廃プラスチック資材回収においては、回収対象外のものは絶対に入れないでく
ださい。４月の回収ではスプレー缶の混入など違反ゴミの軽度な混入が見られましたが、
６月と８月の回収での違反ゴミの混入は見られませんでした。引き続き分別の徹底を
お願いします。なお、分別の基準などの詳細は後日送信する FAXでご確認ください。
◦�農薬空容器・廃プラスチック運搬時には、産廃運搬車の表示を荷台の左右に必ず貼っ
てください。
◦�発泡スチロールは風で飛んでしまうため、フレコンパックの中に納まるようにし、口
は閉めるようにお願いいたします。
◦�回収の度にフレコンパックが道路に落下している報告を受けています。交通事故、交
通障害の原因にもなりますので、運搬時には必ず落下防止対策を徹底してください。

２．第４回農薬空容器回収
（１）回収日時　11月20日（木）
　　　　　　　　８：40～16：00まで（12：00～13：00は昼休みとなります）

（２）回収場所　芽室町西４条南１丁目　資材倉庫前（計量後受入）

（３）処理費用　�運搬業者の変更に伴い、個人負担額は、運搬台数・総重量によって変
動しますので、全４回の回収を終えた後に精算いたします（11月予定）。

（４）注意事項　�ポリ容器、水和剤などの袋、紙袋、ビン容器、缶スプレーは必ず分別
して農薬空容器回収袋に入れてください。また、ダンボールは縛って
お持ちください。回収袋は購買課で無料配布しています。

使 用 済 み 資 材 の 回 収使 用 済 み 資 材 の 回 収使 用 済 み 資 材 の 回 収使 用 済 み 資 材 の 回 収使 用 済 み 資 材 の 回 収
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経済部
です

開催日　１１月２0日（木）～２1日（金）
時　間　午前９時～午後３時まで（両日）
場　所　資材センター前　特設会場

開催日　12月５日（金）～６日（土）
時　間　５日　午前10時～午後４時まで
　　　　６日　午前10時～午後３時まで
場　所　十勝農協連家畜共進会場（アグリアリーナ）

　当日は、農業機械部品、家電製品、除雪商品などを特別価格で販売するほか、農業機械展示会も同時開
催いたします。皆様のご来場をお待ちしております。

　農業機械の購入を検討されている方は、是非ご来場をお待ちしております。

ＪＡめむろ
「資材センター・農業機械ウィンターフェア展示会」
� 開催のご案内

令和７年農業機械早期予約展示会の開催のご案内

土壌改良材「ニッテンライム」
受付方法変更のご案内について

　土壌改良材「ニッテンライム」は、近年、需要が増加しており、年間の供給可能数量を上回る申し
込みをいただいております。現状の受付方法では、申し込み順に供給し在庫がなくなり次第終了とな
るため、ご希望に沿えないケースが生じている状況です。
　つきましては、今後の受付方法を、供給の公平性を確保し、より多くの方にご利用いただけるよう、
取りまとめ方式（２月頃予定）に変更いたします。
　製造元にもご協力をいただきながら最大限の斡旋につとめてまいりますので、ご理解いただきます
ようお願いいたします。
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経済部です

　下記のとおり実施いたしますので、ご案内いたします。

◎回収日時　　11月18日（火）～19日（水）
　　　　　　　８：４０～１６：００まで（１２：００～１３：００まで昼休み）
◎回収場所　　ＪＡしいたけ選別施設東側駐車場

廃タイヤ・廃エレメントなどの回収のご案内

第２センター

農協本部

資材センター

しいたけ
選別施設

倉庫
体育館
倉庫

農業用
廃プラスチック

資材
回収場所

廃

エ
レ
メ
ン
ト

廃

タ

イ
ヤ

11・12月 購買事業カレンダー
日 曜日 行　　　　　　　　　　　事

11月３日 月 休業
11月４日 火
11月５日 水
11月６日 木
11月７日 金
11月８日 土 休業
11月９日 日 休業
11月10日 月
11月11日 火
11月12日 水
11月13日 木
11月14日 金
11月15日 土 休業
11月16日 日 休業
11月17日 月

11月18日 火 農業用廃プラスチック資材回収
廃タイヤ・廃エレメント回収

11月19日 水 農業用廃プラスチック資材回収
廃タイヤ・廃エレメント回収

日 曜日 行　　　　　　　　　　　事

11月20日 木 農薬空容器回収
資材センター農業機械ウインターフェア

11月21日 金 資材センター農業機械ウインターフェア
11月22日 土 休業
11月23日 日 休業
11月24日 月 休業
11月25日 火
11月26日 水
11月27日 木
11月28日 金
11月29日 土 休業
11月30日 日 休業
12月１日 月
12月２日 火
12月３日 水
12月４日 木

12月５日 金 農業機械早期予約展示会（６日まで）
［会場：アグリアリーナ］

12月６日 土 休業

※　農業用廃プラスチック資材回収および農薬空容器回収は、本年最終となります。
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　令和９年３月卒業予定の大学生を対象とした、夏季仕事体験を開催いたしました。今回は、８月28日（木）
～29日（金）と９月４日（木）～５日（金）の２日程で実施し、計５名の学生が参加しました。
　仕事体験では、食用馬鈴薯選果場および西士狩野菜貯蔵施設見学をおこない、馬鈴しょやごぼう、にん
にくなどの野菜を選別しているようすや、箱詰めされた野菜が出荷されるようすを見学しました。施設見
学を通じて、組合員の方々が生産した野菜がどのようにして市場に並び、食卓へ届けられるのかを理解す
る機会となりました。学生からは、「芽
室町の組合員のところでアルバイトを
した経験があり、収穫された野菜など
がどのようにして消費者へ届けられる
のかが気になっていた。施設見学を通
じて、組合員や職員の苦労ややりがい
を知れて良かった」などといった声が
聞かれました。
　その他、グループワークや先輩職員
との懇談、直売所見学を実施し、職員
の仕事について理解を深めました。今
回のイベントを契機に、ＪＡめむろの
魅力を発信できるようＰＲ活動につと
めてまいります。

夏季仕事体験を開催しました！

ＪＡへの就職希望者100％就職（令和６年度実績）

◦定員40名　◦男女共学　◦１カ年　◦寮完備（個室）／通学も可
◦受験資格：�満27歳未満（令和７年４月１日現在）／大学卒および見込、短大・専門学校卒および

見込、高校卒および見込
◦試験日：12月６日（土）　◦願書受付：10月１日（水）～11月21日（金）消印有効
◦オープンキャンパス随時開催中

一般財団法人
北海道農業協同組合学校
〒069-0834 江別市文京台東町43－1
☎０１２０－９１８－４１７　【ＪＡカレッジ】で 検索

令和８年度入学生第２回募集

ＪＡグループ職員養成校
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１．各種受付時間の変更について
　�　年末における貯金・組勘窓口の混雑に伴い、他行宛のお振込が当日中に処理できない可能性があるた
め、金融窓口の他行振込受付時間を下記のとおり変更させていただきます。

　�　また、12月最終営業日（12月30日）の組勘受付時刻を正午までとさせていただきます。ご不便をおか
けしますが、何卒ご理解ご協力をお願いいたします。

２．窓口の混雑予想について
　�　以下の日につきましては窓口の大変な混雑が予想されるため、受付状況によってはお待たせする場合
がございます。

　　お急ぎでない場合は、混雑予想日を避けたご来店をご検討ください。
　�　なお、あくまでも目安であり、お手続きの内容や天候などにより状況が変わることもありますので、
ご了承ください。

金融窓口からお知らせ
～年末の窓口営業について～

店　　　舗 受 付 時 間 11月18日まで 11月19日～12月29日 12月30日

本　　　所

組　　　勘 ９：00～15：00 ９：00～15：00 ９：00～12：00

貯　　　金 ９：00～15：00 ９：00～15：00 ９：00～15：00

他行振込 ９：00～14：00 ９：00～13：30 ９：00～13：30

金融中央店

組　　　勘 ９：00～15：00 ９：00～15：00 ９：00～12：00

貯　　　金 ９：00～15：00 ９：00～15：00 ９：00～15：00

他行振込 ９：00～14：00 ９：00～12：30 ９：00～12：30
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共済課からお知らせ

ＪＡめむろ限定！ＪＡめむろ限定！
お見積りキャンペーンのご案内お見積りキャンペーンのご案内

　ＪＡの自動車共済にてお見積りをしていただいた方に、もれなく『トイレットペーパー＋ウォッシャー
液かレトルトごはんのいずれか希望の賞品』プレゼントキャンペーンを実施中です。
　さらに、ご契約いただいた方には抽選で『十勝めむろ産冷凍商品バラエティセット』が当たるチャンス
も！
　自動車を購入した時にディーラーさんに紹介してもらった保険に入っている、他損保や他共済などに入
っていてしばらく見直しをしていない…など、そのような場合はぜひ一度ＪＡの自動車共済で見積もりを
して比べてみませんか？

下記のものをお持ちの上、共済課窓口までお気軽にご相談ください。
　《お見積りに必要なもの》
　◎自動車共済
　◦自動車保険証券（現在他損保・他共済などで加入している内容がわかるもの）
　◦自動車検査証（車検証）
　◦自賠責証明書
　◦運転される方の運転免許証

　※いずれもコピーで構いません

【キャンペーン概要】
キャンペーン期間：
2025年11月４日（火）～
� 2026年１月30日（金）
キャンペーン対象：
ＪＡの自動車共済に未加入の車両で
新規取得時または他損保・他共済な
どからの切り替えによる自動車共済
のお見積りを作成いただいた方。

11



日本農業新聞
「新規就農者応援キャンペーン」実施中
　日本農業新聞では、新規就農者の経営安定に役立つ情報を提供するために、「日本農業新聞電子版」の
購読に対して助成をおこなっています。就農５年目までの日本農業新聞を購読したことのない方を対象に
「年間購読料の54％にあたる15,636円」をキャッシュバックいたします！この機会にぜひ、日本農業新聞
の購読をご検討ください。
〈助成対象者〉
　令和３年４月１日以降に就農した、日本農業新聞を購読したことない方

〈お問い合わせ・購読申し込み〉　営農部　営農情報課　TEL：６２－２３１３

キャンペーン終了間近！
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人　数：10名
参加料：2,500円
持ち物：エプロン・バンダナ・
　　　　マスク・タオル・持ち帰り容器

ケーキ講習会

ＪＡめむろ農畜産物加工調理体験施設

「緑のめぐみ館」からお知らせ
2025年

12月
開催

◆お申し込み・お問い合わせ：�「緑のめぐみ館」ＴＥＬ／ＦＡＸ　６２－５３７９��
芽室町東めむろ３条南１丁目「愛菜屋」東隣

「緑のめぐみ館」は、個人・団体・グループで
気軽にご利用できる加工調理体験施設です。 ＪＡめむろ

Instagram

特別企画特別企画

親子ケーキ教室
12月６日（土）９：00～13：00

12月18日（木）９：00～13：00

人　数：親子10組（小学生以上）
参加料：無料
持ち物：エプロン・バンダナ・マスク・タオル・器
　　　　お子さんはきれいな長靴をお持ちください。

十勝めむろ産小麦粉を使って

クリスマスケーキ講習会
手作りのケーキで

楽しいクリスマスを
迎えよう！
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事故防止対策

農作業事故を防ごう!
　日没が早まると気持ちに焦りが生じ、農作業事故発生の危険性が高まります。農作業事故は作業者の健
康だけではなく、経営にも深刻な影響を与える可能性があります。事故を防ぐためには安全な作業環境を
整え、適切な安全対策を講じることが重要です。

【複数人で作業】
　事故が発生した場合は、早期発見・対処が必要
です。可能な限り２人以上で作業をし、お互いが
視界に入るようにしましょう！

【余裕をもった作業計画】
　身体的な負担や安全性を考えて、夜まで作業を
おこなわないようにしましょう。
　やむを得なく夜間に作業をおこなう場合は、単
独作業を避ける、機体へ反射材を取り付ける、作
業者自身も反射材付の作業着を着用するなど、十
分に安全対策を講じましょう！

【周囲の目に付く服装】
　鮮やかな色や目立つ柄の服装は、周囲の人の視
界に入りやすく、走行中の機械に巻き込まれるな
どのリスクを低減することができます。また作業
中に負傷し動けなくなってしまった場合に、他者
から発見される可能性が高まります。帽子やベス
トなどでも良いので取り入れてみましょう！

≪こんな時は単独作業を避けよう！≫
○機械作業
　作業機の着脱、機械の積み降ろし

〇家畜管理
　家畜の移動、家畜車への積み降ろし

〇作業全般
　携帯電話が通じない場所（ほ場）での作業

≪単独作業をする際は…≫
◦「作業場所」や「戻る予定時間」を家族に伝える
◦助けを求められるように携帯電話を持ち歩く
◦無理のないペースで作業をおこなう

写真提供：農研機構

今すぐ
 取り組もう！
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ストップ！ 農作業事故

農作業中に怪我をしてしまったら…農作業中に怪我をしてしまったら…
　農作業中の事故の場合は、労災に該当する可能性があります。
　「労災保険への加入の有無」、「加入している保険の種類」を確認する必要がありますの
で、怪我をした場合は、医療機関受診前医療機関受診前に営農情報課へご連絡ください！

【11月の作業でこんなケガが報告されています（過去４カ年抜粋）】

◇労災に関するお問い合わせ先◇　　営農部 営農情報課　TEL ６２－２３１３

　収穫作業も大詰めを迎え、疲労がたまりやすい時期です。
作業中は適宜休憩をとり、安全な農作業につとめましょう！

�搾乳作業中、牛の乳房に触れた際に牛が暴れて右手の甲を踏まれ打撲した。
�牛追い作業中、牛床につまずいて転倒し左肘を骨折した。

家畜の管理作業では

�フォークリフトの整備中、マストに前頭部と後頭部をぶつけ打撲した。
�飼料庫でネズミを捕獲しようとした際、左手の中指を噛まれ受傷した。
�トラクターに取り付けてあるグレーダーの泥取り作業中、滑ってグレーダーに胸を強く打ち、打撲
を負った。
�ハーベスターの洗浄作業中、誤ってハーベスターから落下し、落下する際ハーベスターに右の肋骨
がぶつかり骨折した。
�トラクターの洗浄作業中、足を滑らせてトラクターから転落し、左手親指・臀部・右足首を挫傷した。

その他の作業では

機械作業では
�大型コンテナをフォークリフトで運び設置する際、受傷者がコンテナの下に角材をセットしていた
ところに、誤ってコンテナを置いてしまい、左手の人差し指を開放骨折し、入院・手術となった。
�収穫・積込作業中、ファームダンプの後ろのあおりを閉める際に左手指を挟み打撲した。
�チェーンソーを使用して防風林伐採中、切った木が自分の方に倒れ下敷きとなり、腰を打撲した。（同
作業で右腕を打撲した事例あり）
�収穫作業中、トラクターの窓が汚れたため拭いていた際に足を滑らせ転落し左手首を骨折した。
�収穫作業中、ハーベスターのつまりを取り除こうとした際、左腕を挟まれ打撲した。
�ウインチをグラインダーで削っていた際、鉄くずが左目に入り負傷した。
�トラクターからビートハーベスターを外す際、右手の人差し指を挟み打撲した。
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　昭和22年11月19日に農業協同組合法が公布されてから78年が経
過しました。
　戦後の食糧不足の混乱期に、農業者の協同組織を通じて農業生
産力の向上と農業者の地位向上を図り、国民経済の発展に寄与す
ることを目的に制定されたこの法律により、農業協同組合が誕生
しました。
　農業協同組合は「農業者による農業者のための組織」として、
自主・自立、民主的運営を基本に、相互扶助の精神のもと、組合
員の営農と生活の安定、地域社会の発展に貢献してきました。
　一方、現在、農業・農村を取り巻く環境は大きな変革期を迎え
ています。気候変動による猛暑や豪雨、円安による資材高騰、国

際的な食料需給の不安定化などが農業経営に影響を与えています。
　昨年、農政の憲法とも言われる食料・農業・農村基本法の改正により、国民一人一人の食料安全
保障の確保と環境と調和のとれた食料システムが基本理念として位置付けられ、世界的な食料需給
の不安定化による輸入リスクの増大、環境問題への対応など、日本の農政は大きな転換点を迎えて
います。
　ＪＡグループ北海道は、改正基本法に基づく農業構造転換対策の予算確保、食料安全保障の強化、
持続可能な北海道農業の確立に向けて、組合員の声を国政に届ける活動を継続しています。
　国連は、持続可能な生産と消費、食料安全保障、気候変動対策、地域の人々への医療・福祉、働
きがいのある人間らしい仕事の創出、すべての人が参加できる社会づくりなど、さまざまな分野で
持続可能な開発目標（SDGs）に貢献している協同組合を評価し、その認知の向上と協同組合の振
興のために、2025年を国際協同組合年に定めました。
　この国際協同組合年を契機に、協同組合の力を再認識し、地域課題の解決と安心で豊かな未来の
創造を目指しましょう。
　最後になりますが、ＪＡグループ北海道は、組合員との対話活動を一層強化し、協同組合の理念
と精神を組織結集力につなげ、今後とも組合員の皆様が夢と希望を持って営農と生活が続けられる
環境を整えること、地域農業とＪＡの発展に全力でサポートすることをお誓い申し上げ、農協法公
布記念日にあたってのメッセージと致します。

農協法公布記念日にあたっての
組合員・役職員の皆さんへのメッセージ

北海道農業協同組合中央会 

代表理事会長　樽井　功
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第36回　協同組合と報徳20
◆経営者の心得で将来が決まる◆
　現代ほど経営者としての経営理念、将来に向けた方針決定が大切な時代はありません。時代は大きく動
いていてどの方向に進むのか、正解を求めても誰も答えられる人はいないと思います。そうした中で、中
小事業者である農漁業経営者は、自主・自立の立場で考えるならば、仲間同士が集まり、協同の力で時代
を乗り越えていく道以外にはありません。経営者としての心得次第で経営の将来が決まります。協同の道
をともに進んでほしいと思います。
　農漁業経営者のめざすべき姿は、それぞれの経営の在り方にそった多彩な理想像があると思いますが、
時代の流れと発展方向を見据えることが肝要です。

【貧富の隔たりは心得一つ】

　世界からみて遅れていた日本の企業の中でも、女性の活躍に本格的に取り組む事例が増えてきました。
北海道の農業や漁業ではどうでしょうか。農漁業経営における女性の占める割合は他産業に比べて高いも
のがあります。女性の活躍が今後の農漁業の発展のカギを握ることになるのではないでしょうか。

『富と貧とは元来遠く隔たったものではない。ほんの少しの隔たりであって、その本源はただ一つの心得にあるのだ。
　貧しい者は昨日のために今日勤め、昨年のために今年勤める。それゆえ終身苦しんでもそのかいがない。富むものは明日の
ために今日勤め、来年のために今年勤めるから、安楽自在で、することなすことみな成就する。それを世間の人は、今日飲む
酒がないときは借りて飲む。今日食う米がなければ借りて食う。これが貧窮に陥る原因なのだ。
　今日たきぎを採って明朝飯をたき、今夜縄をなって明日垣根をゆえば、安心でもあり、さしつかえもない。ところが貧しい
者のしかたは、明日採るたきぎで今夕の飯をたこうとし、明晩なう縄で今日垣根をゆおうとするようなものだ。だから苦しん
でも成功しない。
　貧乏人が草を刈ろうとして鎌がない場合に、これを隣から借りて草を刈るのが常のことだが、それが貧窮から抜け出せない
根本の原因なのだ。鎌がなければまず日雇いをするがよい。その賃金で鎌を買い、それから草を刈るがよい。神代のむかし、
豊葦原に天から降られた時の、神の御心なのだ。だからして、この心のある者は富貴を得るし、この心のない者は富貴が得ら
れない。』

連載ＪＡの基礎【報徳編】

理 事 会 だ よ り
第７回（９月26日開催）

・議案第１号　出資金の譲渡承認について
・議案第２号　�人事労務基本方針ほか諸規程の改

正について
・議案第３号　�当組合における取引のリスク評価

書の改正について
・議案第４号　�役員賠償責任保険契約の締結につ

いて
・議案第５号　�令和７年産カルビーポテト（株）

向け加工用馬鈴しょ取扱要領の変
更について

報告事項
１　主要なる内部および外部会議の概要について
２　組合員の加入・脱退状況について
３　�固定資産の取得について（フーズ冷凍機用圧
縮機）

４　経営状況確認組合員の投資計画について
５　令和７年産共計大豆の概算金単価について
６　�令和７年産アスパラ（共計品）の本精算につ
いて

（H30.10.15発行　北海道報徳情報別冊39号より一部抜粋）
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農
協
に
つ
ぐ
四
回
目
の
光
栄
だ
が
、
実
は
す
で
に
第
三
回
に
芽
室
が
有
力
候
補

に
上
り
、
次
回
に
ゆ
づ
つ
た
イ
キ
サ
ツ
も
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
光
栄
は
農

協
時
代
の
成
果
に
ち
が
い
な
い
が
、
そ
の
土
台
礎
石
と
な
つ
た
先
人
の
労
苦
の

上
に
も
輝
や
い
た
受
賞
で
あ
ろ
う
。

　「
各
種
事
業
は
よ
く
進
展
し
、
財
産
内
容
に
欠
陥
と
認
め
ら
れ
る
も
の
な
く
、

自
己
資
金
も
充
実
し
、
経
営
は
す
こ
ぶ
る
健
全
で
あ
る
。

　
と
く
に
農
協
経
営
の
基
盤
は
組
合
員
に
対
す
る
積
極
的
な
営
農
指
導
に
あ
り

そ
の
見
解
に
立
ち
、
個
々
の
農
家
に
営
農
計
画
を
作
成
せ
し
め
、
寒
冷
地
に
お

け
る
畑
作
経
営
の
単
純
な
営
農
を
家
畜
の
導
入
に
よ
つ
て
多
角
的
経
営
へ
の
転

換
を
は
か
る
な
ど
、
地
区
内
の
唯
一
の
経
済
機
関
と
し
て
機
能
を
十
二
分
に
果

し
、
た
め
に
各
種
事
業
の
業
績
も
著
し
く
進
展
し
て
お
り
、
他
の
大
規
模
農
協

の
範
と
す
る
に
足
る
」

　
と
は
、
こ
の
組
合
の
特
徴
と
謳
つ
た
表
彰
の
理
由
で
あ
る
。

　
試
み
に
同
時
に
表
彰
さ
れ
た
七
組
合
の
自
己
資
本
の
部
を
み
る
と

　
　
　
浅
　
舞
　
　
　
一
六
、〇
二
〇
千
円

　
　
　
長
　
瀬
　
　
　
　
七
、六
六
三

　
　
　
成
　
瀬
　
　
　
　
五
、二
九
六

　
　
　
福
　
野
　
　
　
　
七
、〇
一
九

　
　
　
彌
　
栄
　
　
　
一
〇
、七
九
〇

　
　
　
飯
　
室
　
　
　
　
四
、七
五
五

　
　
　
春
　
日
　
　
　
　
六
、六
八
九

　
で
、
こ
れ
に
比
べ
る
当
時
の

　
　
　
芽
　
室
　
　
一
二
六
、五
一
三
千
円

　
と
い
う
ケ
タ
ち
が
い
な
わ
け
で
、
表
彰
理
由
に
あ
る
“
大
規
模
”
の
意
味
が

諒
解
出
来
る
し
、
ま
た
日
本
一
の
組
合
と
し
て
過
言
で
な
い
こ
と
が
分
る
。
前

年
表
彰
を
う
け
た
沼
田
農
協
が
、
表
彰
時
組
合
員
一
、一
二
二
名
、
出
資
金
総

額
二
二
、七
六
七
千
円
で
あ
つ
た
。

�

（
十
二
月
号
へ
つ
づ
く
）

二重マスの文字をＡ～Ｅの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？Ｑ

タテのカギ
出題：ニコリ

※解答は12月号に掲載いたします。

10月号の
解　　答

ＡＢＣＤ
タマイレ

１	 育つこと。七五三は子どもの――
を祝う行事です

２	 ――果敢に若武者が戦う
３	 江戸時代のタクシーです
４	 秋の山を彩ります
６	「豚」の音読み。――カツ
９	 金属の輪を長くつないで作ります
11	 旅先の体験を書き綴ったもの
13	 平安貴族の乗り物。モーと鳴く動
物が引きます

15	 よく晴れた日の、夕日の色といえ
ば

17	 佐渡島にはこの鳥の保護センター
があります

19	 ギターに張ります

ヨコのカギ

２	 川辺や海岸で見られる冬鳥。東京
都民の鳥です

５	 熱海と並んで有名な、伊豆半島東
部の温泉地

７	 分別して出します
８	 雄弁は銀、――は金
10	 陶器よりも高い温度で焼きます
12	 耳の長い動物
14	 天高く――肥ゆる秋
16	 暦の上ではこの日から冬
18	 櫛（くし）の材料によいとされる木
20	『源氏物語』の作者は紫――です
21	 SL とも呼ばれる蒸気――

パ ズ ル ？ 頭 の 体 操

解　答　欄

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
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各
事
業
別
の
経
過
②

　
つ
ぎ
に
十
勝
管
内
三
十
二
組
合
中
の
芽
室
の
数
字
を
若
干
あ
げ
て
み
よ
う

（
三
十
二
年
三
月
現
在
。
中
央
会
十
勝
支
部
資
料
よ
り
）

　
　
　
畑
地
　
　
一
六
、八
七
〇
町

　
こ
れ
は
三
十
二
組
合
中
の
ト
ツ
プ
で
、
鹿
追
九
、五
五
二
町
、
音
更
九
、二
二
九

町
が
ベ
ス
ト
ス
リ
ー
。

　
　
　
馬
　
　
　
四
、四
八
〇
頭

　
こ
れ
は
音
更
一
五
、四
一
三
頭
に
つ
い
で
二
位
。三
位
は
本
別
、三
、三
七
五
頭
。

　
　
　
牛
　
　
　
九
五
一
頭
（
現
一
、〇
三
五
頭
）

　
大
樹
一
、二
二
〇
頭
、
浦
幌
一
、一
三
二
頭
に
つ
い
で
三
位
。

　
　
　
緬
羊
　
　
三
、二
一
八
頭

　
士
幌
二
、五
一
九
頭
、音
更
二
、二
〇
五
頭
を
し
の
い
で
三
十
二
組
合
の
第
一
位
。

　
　
　
組
合
戸
数
　
一
、六
二
二
名

　
こ
れ
も
一
位
で
、
本
別
一
、〇
八
〇
が
二
位
、
音
更
一
、〇
七
八
が
三
位
。

　
　
　
貸
出
金
　
三
一
八
、六
九
一
千
円

　
一
位
が
士
幌
四
六
九
、七
九
四
、
芽
室
二
位
、
川
西
二
九
八
、二
〇
五
が
三
位

　
　
　
出
資
金
　
一
二
四
、二
一
七
千
円
（
現
一
四
五
、一
二
四
千
円
）

　
断
然
ト
ツ
プ
で
、
二
位
更
別
八
九
、五
三
二
、三
位
士
幌
八
六
、二
九
三
を
ぐ

つ
と
は
な
し
て
い
る
。
三
十
二
組
合
の
う
ち
に
は
二
、三
千
万
円
と
い
う
の
が

多
い
。

　
　
　
貯
金
　
三
三
一
、六
八
八
千
円
（
現
三
五
二
、〇
〇
〇
千
円
）

　
こ
れ
も
他
組
合
と
ケ
タ
が
ち
が
つ
て
い
る
。
二
位
は
士
幌
二
六
三
、七
五
二
、�

三
位
川
西
二
〇
六
、〇
六
四
。

連載 № 60

【
本
篇
：
芽
室
町
農
協
の
十
年
】

　
豊
か
な
組
合
の
多
い
十
勝
の
中
で
も
芽
室
が
傑
出
し
て
い
る
の
が
一
目
り
よ
う
然
で
あ
る
。

産
業
ま
つ
り
に
表
彰

　
ま
た
、
二
十
二
年
あ
た
り
飼
料
不
足
の
た
め
二
百
頭
に
減
つ
た
牛
は
農
協
、
組
合
員
一
丸
の
努

力
の
成
果
を
み
せ
て
三
十
二
年
八
月
つ
い
に
宿
願
の
千
頭
を
突
破
、
飼
育
農
家
四
百
戸
を
こ
え
、

一
方
酪
農
の
経
済
的
価
値
を
評
価
す
る
乳
牛
経
済
検
定
組
合
員
も
年
々
増
加
し
目
下
十
八
組
合
、

組
合
員
二
百
三
戸
に
達
し
た
。

　
昭
和
三
十
年
に
二
千
頭
を
目
標
に
樹
立
し
た
五
年
計
画
の
達
成
も
単
な
る
目
標
に
終
ら
ず
、
先

人
の
偉
業
に
応
え
る
日
も
近
い
。

　
な
お
、
町
お
よ
び
農
協
そ
の
他
関
係
団
体
共
催
に
よ
る
芽
室
町
産
業
ま
つ
り
が
三
十
二
年
十
一

月
二
十
三
日
盛
大
に
行
わ
れ
、
席
上
つ
ぎ
の
「
乳
牛
導
入
、
改
良
増
殖
普
及
功
労
者
」
に
感
謝
状

が
お
く
ら
れ
た
。

　
大
正
九
年
に
樋
口
氏
が
畜
牛
を
移
入
（
五
、六
頭
）
そ
の
後
芽
室
産
業
組
合
長
岩
波
克
敬
氏
の

普
及
奨
励
に
よ
り
昭
和
十
一
年
に
一
千
百
頭
、
飼
養
戸
数
三
百
三
十
五
戸
と
な
つ
た
の
は
両
氏
の

大
き
な
功
績
で
あ
つ
た
。

　
故
岩
波
克
敬
　
故
樋
口
栄
作
　
中
村
　
仲
蔵
　
矢
島
　
輝
雄
　
鈴
木
　
一
郎
　
川
田
　
勝
司
　

竹
沢
　
勇
　
西
淵
　
幸
一
　
山
田
　
宗
吉
　
瀬
川
　
鎌
司
　
堀
江
　
喜
一
　
中
島
　
秀
晃
　
矢
島

作
次
郎
　
中
川
　
幸
作
　
山
上
　
九
郎
　
中
島
　
武
男
　
沢
田
　
外
吉
　
大
橋
　
喜
作
　
境
野
　

栄
一
　
相
沢
　
幸
輔
　
太
田
　
嘉
一

全
国
農
協
大
会
で
輝
く
表
彰

　
芽
室
農
協
は
、
昭
和
三
十
一
年
十
一
月
九
日
、
東
京
大
手
町
の
産
経
ホ
ー
ル
で
、
全
国
代
表

二
千
余
名
を
あ
つ
め
て
盛
大
に
ひ
ら
か
れ
た
第
四
回
全
国
農
業
協
同
組
合
大
会
の
席
上
、
主
催
団

体
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
よ
り
晴
れ
の
全
国
表
彰
を
う
け
た
。

　
表
彰
組
合
は

　
　
　
芽
室
町
農
協
（
北
海
道
）

　
　
　
浅
舞
町
農
協
（
秋
田
県
）

　
　
　
長
瀬
農
協
（
福
島
県
）

　
　
　
成
瀬
農
協
（
神
奈
川
県
）

　
　
　
福
野
町
野
尻
農
協
（
富
山
県
）

　
　
　
彌
栄
農
協
（
京
都
府
）

　
　
　
飯
室
農
協
（
広
島
県
）

　
　
　
春
日
町
農
協
（
福
岡
県
）
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■
発
行
日
／
令
和
七
年
十
一
月　
　
■
発
行
・
編
集
／
芽
室
町
農
業
協
同
組
合
・
営
農
部　
　
■
Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
（
０
１
５
５
）
６
２
―
２
３
１
３

ＪＡめむろホームページアドレス　https://www.ja-memuro.or. jp

めむろ大感謝祭2025
とき：令和７年11月23日（日･祝）　午前10時00分～
場所：ＪＡめむろ本部事務所　東側特設会場

　「めむろ大感謝祭」は、芽室町のＰＲ、まちの活性化を図ることを目的に農商工が協力して開催い
たします。農産物マルシェは特別価格での販売となっており、地方発送も承っております。また、馬
鈴しょ「マチルダ」詰め放題のほか、ＪＡめむろ冷凍商品を使った試食・販売、芽室町の飲食店によ
るおいしい屋台、お子様も楽しめる「雷炎の化身 ジバサンダー」ヒーローショーやトラクター試乗
体験、子ども縁日などをおこないます。イベントを締めくくる最後には豪華賞品を揃えての大抽選会
もおこないます。
　おいしさ・楽しさ満載のお祭りですので、11月23日（日・祝）はご家族皆さんでぜひお越しください。

◎イベント内容

◎タイムスケジュール

◎大抽選会

９：40 ～ 開会式
10：00 ～ メムオロ太鼓
10：30 ～ ジバサンダーヒーローショー
12：00 ～ 馬鈴しょ「マチルダ」詰め放題
13：00 ～ 大抽選会
13：30 ～ 閉会式
13：40 ～ もちまき

◦農産物マルシェ（特別価格で販売）　※地方発送承ります
◦ＪＡめむろ冷凍商品の試食・販売 ← New
◦馬鈴しょ「マチルダ」詰め放題
◦トラクター試乗体験
◦子ども縁日（くじ引き、スマートボール、牛の乳しぼり体験）
◦未来めむろうし 試食・販売
◦岐阜県揖斐川町の特産品販売（お米・お茶・柿など）
◦他にもたくさんの屋台が並びます。

特賞　商品券（３万円相当）
１等　コードレスハンドブレンダー

その他、めむろ産牛肉セット、芽室町産農
産物詰め合わせなど、賞品をご用意してい
ます！
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